
 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

  
                            
                            
                      

２０１７年１２月２４日 №６３１  
     日本共産党八幡市議会議員団（９８３）２００５ 市議団メール jcp-ywta@am.wakwak.com 

 

くらしの相談 お気軽に 
山本邦夫市議  ９８２・８８４４  
巌   博市議  ９８２・９６６３  
亀田優子市議  ９８２・１２７７  
中村正公市議  ９８３・８３１２  

憲法は、９条で戦争をしな

い、軍事力を持たない、交戦

権は認めないと決めました。  

日本は、１８９４年の日清

戦争以来、日露戦争、第１次

世界大戦、日中戦争から太平

洋戦争終了までの半世紀にわ

たって他国への侵略を重ねま

した。戦争で、日本も外国も

多数の犠牲者を出し、広島、

長崎で原爆を体験しました。  

日本は戦後、国際社会に復

帰するにあたり、二度と戦争

しない道を宣言したのです。  

八幡市はプラスチック容器包装の回

収が２週間に１回となっていますが、

年末年始のゴミ収集日程を見ると、市

全体の６割の地域で、４週間もプラご

み回収がおこなわれません。  

右表のように、月～水曜収集の地域

は、プラごみが１２月１８～１９日に

回収されたあと、１月１５～１７日ま

でほぼ１ヵ月間、回収されません。  

６割の地域が対象に 
日本共産党八幡市議団は１２月議会

で、プラごみの「週１回の回収」を迫

るとともに、年末年始の緊急対策とし

て、月曜～水曜日回収の地域に中間の

時 期 に 臨 時 回 収 を 行 う よ う 求 め ま し

た。これにたいし、八幡市は「週１回

の回収」を拒否し、年末年始の臨時対

策も実施しない考えを表明しました。  

プラスチック容器包装の回収は、城

南衛生管理組合では八幡市以外の２市

３町（宇治、城陽、井手、宇治田原、

久御山）、京田辺市、京都市、枚方市な

どで週１回の回収を実施。八幡でも、

毎週回収すべきです。  

障害者の給食補助 廃止せず 
倉林参院議員に  厚労省が表明 

倉林参院議員からの連絡によると、厚

生労働省が、障害者通所施設での給食代

負担軽減策の廃止を断念したことが分か

りました。世論と運動の勝利です。  

国は、通所施設を利用する障害者の給

食代負担（５２０円）を軽減するため１

食３００円を補助していました。この補

助制度が廃止されると、１ヵ月２２食と

して月６６００円も負担が増えます。  
通所施設の障害者の工賃はおよそ月１

万円程度。給食費が全額個人負担となる

と１ヵ月１万１～２０００円くらいにな

り、工賃のほとんどが消えてしまいます。 

プラスチック容器包装回収日 
（年末・年始）  

収集地域  年内最終日  年始開始日  

月曜日  １２月１８日  １月１５日  

火曜日  １２月１９日  １月１６日  

水曜日  １２月２０日  １月１７日  

木曜日  １２月２１日  １月４日  

金曜日  １２月２２日  １月５日  

 


